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議事に先立ち、平成 24年 10月 29日 に開催 された第 1回 山形人材育成委員会総会の議

事録について、事務局で作成 し安田委員長、藤原委員、小林委員より確認署名いただいた

旨、報告があった。

また、本総会に関しての議事録署名人を花岡委員と富田委員に依頼 したい旨提案があり、

了承された。   ・

【報告事項】

1 平成 24年度各部会の活動状況報告について

① 企画運営部会活動状況報告

横井部会長より資料1に基づき、企画運営部会の活動状況の報告があつた。

② 共同教育部会活動状況報告    ,
大川部会長より資料 2、 資料 3に基づき、共同教育部会の活動状況の報告があつた。

③ 連携取組評価部会活動報告

長岡部会長より資料4に基づき、連携取組評価部会の活動状況の報告があつた。

2 社会入力育成 山形講座パ ンフ レッ ト・ハ ン ドブ ックについて

尾形教務補佐より資料 5に基づき報告があり、意見交換が行われた。

(主な意見交換)

・全体的に硬い感 じがするので、キャッチヨピーを大きくしたり、対象を明確にした目的

と内容を盛 り込むなど、学生の関心を引くような工夫が必要なのではないか。

・単位互換を行 うことができない学生が参加 したい場合、どのように申し込みを行 うのか。

→申し込み先になる各主担当校の窓口をお知らせ したい。

・パンフレットを県民にも配布するとい うことだが、その意図は何か。

→本事業は、学生の社会入力を育成することを目的としている。本講座を履修 した学生

は、社会入力が育成されたものとして社会に出て、その力を企業等に就職 して活かし

ていく。県内の企業等に山形県内でこのような事業があり、社会人力の育成を図つて

いることを承知 していただきたい。その上で、本講座の成果を評価 していただくこと

となる。そのための第一歩として本パンフレットの配布を考えている。

・社会人力は学生だけでなく、企業等の若手にとつても必要とされている。若手を対象 と

した聴講枠を設け、ひいては県内企業等へのPRに繋げることも、県民に承知いただく

方法になるのではないか。

・開講科 目一覧において科 目名が I～ Vま で列挙されているものがあるが、それらの科目

がどう異なっているか、学生が一目でわかるような工夫をした方がいいのではないか。



【協議事項】

1 平成25年度山形人材育成委員会事業計画 (案)について
そ
事務局より資料 6に基づき説明があり、異議なく了承された。

2 平成 25年度 山形人材育成委員会収支予算 (案)について

事務局より資料 7に基づき説明があり意見交換の後、異議なく了承された。また、平成
25年度大学改革推進等補助金調書について文部科学省より提出依頼があつたが、補助金

基準額が 5千 800万円と800万円の減額があり収支予算案の見直しが必要となってい

る。本収支予算案については今後修正が必要となるが、主担当大学等と調整を行い事務局

において取りまとめ、メール等で確認いただく事になる旨提案があり、了承された。

(主な意見交換)

・平成 25年度の補助金基準額が5千 800万円と8oo万円の減額になった理由は何か。
→文部科学省は概算要求時、30億円にて申請を行つていたが、 3億円減額となってい

る。これを受けての補助金基準額の減額ではないかと理解している。

【その他】

l YTS「提言の広場」での広報について
庄司教務補佐より資料 8に基づき、説明があつた。

2 キックオ フシンポジウムの開催 について

庄司教務補佐より資料 9に基づき、説明があった。

以 上



【配 付 資 料】

資料 NOな し 山形人材育成委員会名簿

資料 NOな し 平成24年度第 1回山形人材育成委員会総会議事録

資料 1    平成24年度 第 1回山形人材育成委員会企画運営郡会議事録

資料 2   平成24年度 第 1回山形人材育成委員会共同教育郡会議事録

資料 3   平成24年度 第2回山形人材育成委員会共同教育部会議事録

資料 4   平成24年度 第 1回山形人材育成委員会連携取組評価郡会議事録

資料 5   社会人力育成山形講座パンフレット・ハンドブックにつしヽて

資料 6   平成25年度山形人材育成委員会事業計画 (案 )

資料 7   平成25年度山形人材育成委員会収支予算書 (案)

資用 8   YTS「 提言の広場」での広報について

資料 9   キックオフシンポジウムにつしヽて

参者資樹   委託事業申込書 (案 )
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